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町
政
コ
ー
ナ
ー

児
童
手
当
制
度
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
政
コ
ー
ナ
ー

　
児
童
手
当
制
度
は
、
わ
が
国
の
社
会

保
障
制
度
の
な
か
で
ま
だ
実
現
し
て
い

な
い
唯
一
の
制
度
と
し
て
、
ま
た
、
児

童
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
う
え
で
の
重

要
な
制
度
と
し
て
、
そ
の
早
期
実
現
が

か
ね
て
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
さ
き
の
国
会
で
児
童
手
当
法

が
成
立
し
、
い
よ
い
よ
、
明
年
一
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
ざ
つ
と
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
制
度
の
目
的
で
す
が
、
児
童

る
5
甚
2
堅
　
蚤
監
蒼
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を
養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
の
育
成

の
場
で
あ
る
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安

定
を
は
か
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

初
年
度
は

　
　
　
五
歳
未
満
だ
け
に

　
端
的
に
い
え
ば
、
児
童
の
健
全
育
成

と
同
時
に
そ
の
基
礎
に
な
る
家
庭
の
安

　
さ
　
　
駈
　
　
罫
　
　
－
　
　
量
　
　
5
　
　
藍
　
　
［
　
　
匹
　

ー
　
L
　
蚤
　
畠
【
『
　
響
　
　
6
　
盲

定
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
次
に
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る
人
と
手

当
の
額
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、
三
人
目
以
降
の
児
童

で
義
務
教
育
終
了
前
の
も
の
一
人
に
つ

き
月
額
三
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
人
に
高
額
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
今
年
度
で
は

扶
養
親
族
等
五
人
の
場
合
で
昨
年
の
収

入
が
二
百
万
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
支

給
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
給
の
対
象
と
な
る
三
人
目

以
降
の
児
童
は
段
階
的
に
拡
大
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
て
、
最
初
の
年
（
昭
和

四
十
七
年
一
月
～
昭
和
四
十
八
年
三

月
）
は
こ
れ
を
五
歳
未
満
の
児
童
と
し

ぴ
　
　
ら
　
　
さ
　
　
ト
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
し
　
　
ヨ
　
　
キ
　
　
ひ
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
る
　
　
お
　
　
ニ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

急ピッチの白倉小学校建設工事（8月27目写す）
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置
　
i
　
置
　
臣
ー
ー
齢
ー
1
5
冒
ー
1
匪
畳
　
蟹
　
藤
曜
ー
』
1
墨
君
1
一

昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
四
十
九

年
三
月
ま
で
は
十
歳
未
満
の
児
童
に
ひ

ろ
げ
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
は
じ

め
て
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
と
な
り

ま
す
。年

三
回
に

　
　
分
け
て
支
給

　
支
給
を
受
け
る
方
法
と
し
て
は
、
第

一
に
、
役
場
に
申
し
出
て
町
長
の
認
定

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
れ
ば
、
毎
年
二
月
、
六
月

十
月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前

月
ま
で
の
手
当
を
ま
と
め
て
町
で
支
払

い
ま
す
が
、
明
年
の
一
月
分
と
二
月
分

は
三
月
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

な
お
、
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
等
で
直
接
、
認
定
お
よ

ぴ
支
給
を
行
な
い
ま
す
。

　
該
当
、

　
　
町
内
で
百
七
十
人

　
以
上
が
、
よ
う
や
く
ス
タ
！
ト
に
こ

ぎ
つ
け
た
児
童
手
当
の
概
要
で
あ
る
わ

け
で
す
が
、
認
定
請
求
の
受
け
付
け
開

始
も
十
月
と
予
定
さ
れ
る
の
で
、
次
号

で
、
さ
ら
に
詳
細
を
お
伝
え
す
る
て
は

ず
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
町
に
お
け
る
該
当

見
込
み
は
明
年
一
月
の
開
始
時
で
百
七

十
一
人
、
こ
れ
を
地
区
別
に
し
て
み
る

と
、
千
手
六
十
二
人
、
上
野
二
十
五
「
人

橘
四
十
三
人
、
仙
田
四
十
一
人
と
い
う

内
訳
に
な
り
、
す
で
に
九
十
六
万
円
の

予
算
措
置
も
終
え
ま
し
た
。

　
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は

国
や
県
、
市
町
村
お
よ
ぴ
事
業
主
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
負
担
し
ま
す
が
、
こ

れ
を
契
機
に
、
児
童
福
祉
に
対
す
る
認

識
を
新
た
い
し
た
い
も
の
で
す
。
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1
町
議
会
報
告
－

議
長
に
三
期
連
続
和
久
井
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臨
蹴
瓠
）
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
設
置
を
議
決

　
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
、
わ
ず
か
蝋
か
月
の
間
に
定
例
会
一
回
、
臨
時

会
二
回
と
、
都
合
三
回
も
の
町
議
会
が
や
つ
き
ば
や
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

議
会
役
員
の
交
替
や
三
千
万
円
近
い
中
仙
田
地
区
簡
易
水
道
建
設
工
事
請
負
契
約
の
議

決
、
約
四
千
万
円
に
の
ぼ
る
一
般
会
計
予
算
の
補
正
の
ほ
か
、
町
婦
人
会
か
ら
出
さ
れ

た
公
民
舘
設
立
に
関
す
る
請
願
の
審
議
に
当
た
っ
て
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
た
異
例

の
即
時
採
択
を
行
な
う
等
々
、
劇
的
要
素
も
た
っ
ぷ
り
に
重
要
案
件
が
処
理
さ
れ
、
こ

の
期
間
は
、
町
政
に
、
お
り
か
ら
の
、
ぶ
り
返
し
た
暑
さ
や
台
風
に
対
す
る
一
喜
一
憂

に
も
劣
ら
な
い
熱
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
議
会
役
員
人
事
が
焦
点
の
第
六
回
臨

時
会
は
、
今
月
一
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
　
「
十
日
町
地
域

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
設
置
に
つ
い

て
」
と
「
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
の
二
っ
を
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
あ
と

正
副
議
長
選
挙
お
よ
ぴ
正
副
常
任
委
員

長
の
選
任
等
を
日
程
に
追
加
し
ま
し
た

　
ま
ず
、
正
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て
は

投
票
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
和
久
井
精

一
議
長
、
小
林
申
一
副
議
長
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
　
二
十
票
　
　
和
久
井
精
一

　
　
　
　
　
（
ほ
か
に
白
票
一
票
）

和久井議長

副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

＋
八
票

　
一
票

　
一
票

　
小
林
里

　
中
村
金
作

　
小
林
与
作

（
ほ
か
に
無
効
票
一
票
）

　
ま
た
、
正
副
常
任
委
員
長
の
選
任
に

当
た
っ
て
は
、
各
委
員
会
ご
と
に
互
選

し
た
も
の
を
、
あ
ら
た
め
て
、
本
会
議

に
お
い
て
指
名
推
薦
の
方
法
に
よ
っ
て

選
任
し
て
い
ま
す
が
、
以
下
は
そ
の
結

果
と
委
員
会
の
新
構
成
で
す
。
　
（
◎
印

㈹
委
員
長
、
O
印
”
副
委
員
長
。
△
印

は
所
属
変
更
議
員
で
、
か
っ
こ
内
は
変

更
前
の
所
属
で
す
。
）

総
務
文
教
　
定
数
八
人
△
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
生
昌
平
（
土
厚
）

委
員
会
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
申
一
〇
須

礁離
小林申副議長

藤
寛
蔵
、
平
野
圭
二
、
◎
登
坂
敬
恒
、

上
村
忠
雄
。
欠
員
二
は
議
員
定
数
の
欠

員
一
と
和
久
井
議
長
の
常
任
委
員
辞
退

に
よ
る
も
の
で
す
。

産
業
経
済
　
定
数
七
人
◎
中

　
　
　
　
　
　
　
　
村
金
作
、
○
押
木

委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
吉
、
長
谷
川
福

松
、
村
山
義
雄
、
数
藤
亘
、
氷
落
達
一

水
品
正
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
七
人
△
小

土
木
厚
生

　
　
　
　
　
　
　
　
林
与
作
（
総
文
）

委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
与
三
郎
、

◎
滋
野
一
郎
、
小
川
清
次
、
高
橋
弥
太

郎
、
O
登
坂
茂
、
市
川
富
二

　
教
委
、
丸
山
宗
太
郎
氏

　
を
再
任

　
な
お
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
件

は
、
今
月
十
五
日
で
任
期
が
満
了
す
る

丸
山
宗
太
郎
氏
（
下
原
、
現
教
育
委
員

長
）
を
引
き
続
き
選
任
し
た
い
た
め
同

意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

第
五
回
臨
時
会

鱒
劉
舳
北
栄
建
設
の
手
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
設
立
請
願
を
採
択

　
お
盆
に
先
立
つ
八
月
十
二
目
に
招
集

さ
れ
た
第
五
回
臨
時
会
は
、
中
仙
田
地

区
簡
易
水
道
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約

と
川
西
町
公
民
舘
設
立
に
関
す
る
請
願

の
二
つ
を
審
議
す
る
た
め
に
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　
中
仙
田
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
八
月
七
目
に

指
名
四
社
に
よ
る
競
争
入
札
を
執
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長登坂敬総文委員

再
々
入
札
ま
で
行
な
っ
た
が
予
定
価
格

に
達
し
な
い
の
で
、
結
局
は
随
意
請
負

契
約
に
よ
つ
て
、
相
手
方
に
北
栄
建
設

株
式
会
社
を
、
金
額
は
二
千
七
百
三
十

三
万
四
千
円
で
と
い
う
提
案
に
対
し
、

質
疑
討
論
を
行
な
っ
て
こ
れ
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
中
心
は
、
契
約
の
い
き
さ
つ

や
水
量
確
保
の
問
題
、
あ
る
い
は
財
源中村産経委員長

等
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
対
し

町
長
、
水
道
課
長
お
よ
ぴ
企
画
室
畏
が

契
約
の
細
部
事
情
と
、
千
手
地
区
も
含

め
て
水
量
確
保
に
は
万
全
を
期
し
て
い

る
と
い
う
点
や
補
助
、
起
債
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
答
弁
し
て
い
ま
す
。

分
舘
の
整
備
も

　
公
民
舘
設
立
に
関
す
る
請
願
は
、
町

婦
人
会
連
絡
協
議
会
長
半
田
リ
ト
さ
ん

以
下
、
婦
人
会
員
千
六
百
六
十
七
人
が

提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
趣
旨
は
、
現
在
の
公
民
舘
だ
と

社
会
教
育
活
動
に
き
わ
め
て
不
便
で
あ

り
、
目
曜
日
等
に
学
校
施
設
を
利
用
す

る
ほ
か
は
活
動
す
る
場
所
が
な
い
の
で

早
急
に
、
独
立
の
公
民
舘
（
あ
る
い
は

町
民
会
舘
）
を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
質
疑
に
際
し
て
は
、
施

設
の
社
会
教
育
上
の
位
置
づ
け
、
建
設

時
期
、
規
模
お
よ
ぴ
関
連
事
項
と
し
て

の
地
区
分
舘
の
充
実
計
画
に
ほ
こ
先
が

集
中
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
応
じ
て
、
社
会

教
育
に
お
け
る
公
民
舘
と
い
う
の
は
、

義
務
教
育
に
お
け
る
学
校
施
設
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
り
、
建
設
希
望
時
期
の

明
示
し
て
な
い
の
は
、
他
の
重
要
事
業

と
の
か
ね
あ
い
を
考
慮
し
た
う
え
で
一

日
も
早
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
の
説

明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
請
願
の
取
り
扱
い
に
つ滋野土厚委員長

い
て
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
た
だ

ち
に
本
会
議
で
結
論
を
出
し
た
い
と
い

う
動
議
が
と
お
り
、
建
設
に
当
た
っ
て

は
委
員
会
を
設
け
て
慎
重
に
取
り
組
む

こ
と
、
並
行
し
て
分
舘
の
整
備
も
進
め

る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の

請
願
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
採
択
の
決
定
後
、
根
津
町
長

が
発
言
を
求
め
、
こ
の
問
題
は
、
総
合

的
な
施
設
の
建
設
と
い
う
線
で
前
向
き

に
検
討
す
る
と
い
う
意
向
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

第
七
回
定
例
会
も

終
わ
る

　
　
九
日
、
会
期
一
日
で

　
町
議
会
九
月
定
例
会
は
．
前
回
の
人

事
議
会
か
ら
旬
日
を
隔
て
な
い
九
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
、
予
定
し
た

五
つ
の
議
件
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　
五
つ
の
議
件
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
一
般
会
計
予
算
の
補
正

○
国
保
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

O
土
地
開
発
基
金
条
例
の
制
定

○
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

O
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
を
組

　
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

及
ぴ
規
約
変
更

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
の
補
正

は
今
回
が
二
度
目
で
、
内
容
と
し
て
は

道
路
、
雪
害
対
策
な
ど
土
木
費
に
約
千

二
百
万
、
土
地
開
発
基
金
に
千
百
万
、

自
倉
校
建
設
に
約
四
百
万
、
災
害
復
旧

費
に
約
二
百
万
等
、
合
計
約
三
千
八
百

万
円
を
歳
出
に
追
加
し
、
こ
れ
ら
の
財

源
と
し
て
、
交
付
税
お
よ
ぴ
町
税
の
伸

ぴ
と
国
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

4

5
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赤い羽根共同募金が始まりますi
・
　
こ
と
し
も
、
十
月
一

．
｛
日
か
ら
十
二
月
末
ま
で

リ

リ
、
全
国
い
っ
せ
い
に
赤
い

｝
、
羽
根
の
共
同
募
金
運
動

・
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

。
　
こ
と
し
の
運
動
の
ス

い

｝
　
ロ
ー
ガ
ン
は
〃
豊
か
な

’
心
を
っ
な
ご
う
〃
で
あ

譜
り
、
赤
い
羽
根
は
、
こ

烈
の
世
の
中
か
ら
不
幸
を

渥
追
放
し
、
明
る
い
、
し

、
“
あ
わ
せ
な
社
会
を
築
き

烈
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

繍
社
会
福
祉
事
業
を
、
み

曲
ん
な
の
力
で
盛
り
立
て

．
、
る
運
動
で
す
。

ノ
｛

》
｛
　
わ
た
し
た
ち
の
住
ん

り
．
で
い
る
社
会
に
は
、
身

・
．
寄
り
の
な
い
子
供
や
お
，

．
、
年
寄
り
・
か
ら
だ
の
不

》
＾

》
｛
自
由
な
人
、
働
け
る
人

　
の
い
な
い
家
庭
な
ど
、

・
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
あ

｝
｛

｝
・
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

　
い
ま
す
。

O
寝
た
き
り
老
人
対
策
施
設
の
建
設
を

促
進

○
赤
い
羽
根
子
供
の
遊
ぴ
場
作
り

○
地
域
住
民
福
祉
活
動
の
促
進

　
以
上
を
重
点
事
項
に
し
、
目
標
額
も

九
千
二
百
九
万
六
千
円
と
決
め
て
皆
さ

ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
川
西
町
と
し
て
は
、
例
年
の
よ
う
に

町
に
対
す
る
目
標
額
が
示
さ
れ
し
だ
い

嘱
託
員
を
通
じ
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
封
筒
を
添
え
て
お
願
い
す
る
手
は
ず

に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
。

あ
り
が
と
う

　
　
〃
愛
の
協
力
〃

　
　
　
封
筒
募
金
の
結
果

　
七
月
に
実
施
し
た
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
月
間
の
事
業
の
ひ
と
つ
、

〃
愛
の
協
力
袋
〃
封
筒
募
金
は
、
全
町

の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
ま
り
、
さ
つ
そ

く
、
地
区
保
護
司
会
に
納
入
い
た
し
ま

し
た
。
ご
報
告
と
同
時
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
募
金
総
額
：
：
：
九
四
、
三
流
孟
円

ドラ7チッ7奪
　　　講俣蓬

　
そ
れ
ら
の
人
々
が
、
少
し
で
も
し
あ

わ
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
制

度
の
充
実
を
念
願
し
つ
つ
、
た
が
い
の

善
出
恩
を
持
ち
寄
っ
て
、
こ
の
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
．

　
昨
年
は

　
　
五
十
三
万
の
実
績

　
参
考
ま
で
に
、
昨
年
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
募
金
の
額
を
お
知

ら
せ
し
て
み
る
と
、
町
で
総
額
五
十
二

万
七
千
百
十
八
円
、
県
全
体
で
は
約
一

億
五
千
万
円
に
も
達
し
、
こ
れ
ら
の
浄

財
は
、
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
事
桑
の
拡

充
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
県
内
配
分
計
画
と
し
て
は

副
議
長
が
司
会
し
て
選
挙
に
は

い
る
．

事
務
局
畏
の
点
呼
に
応
じ
て
堂

々
め
ぐ
り
。

二
議
員
の
立
会
い
の
も
と
に
開

票
す
る
。

当
選
の
告
知
を
受
け
て
自
席
で

抱
負
を
述
べ
る
。

＝
＝
唱
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
騨
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
驕
＝
馴
＝
欄
＝
＝
＝
＝
騨
＝
纈
＝
贈
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
噌
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
欄
＝
＝
二
＝
＝
＝
噂
＝
綱
＝
＝
鳳
＝
＝
扁
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
旧
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
聞

沖
縄
の
干
害
に

　
　
救
援
の
手
を

　
沖
縄
で
は
、
三
月
か
ら
続
い
た
ひ
で

り
の
た
め
、
八
十
一
年
ぶ
り
と
い
う
異

常
干
害
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
パ

イ
ン
ア
ッ
プ
ル
を
は
じ
め
、
水
稲
、
野

菜
等
、
農
作
物
は
、
ほ
と
ん
ど
全
滅
の

危
機
に
直
面
し
、
ま
た
、
家
畜
に
も
栄

養
失
調
死
な
ど
の
被
害
が
増
大
し
て
お

り
、
農
家
の
生
活
は
、
日
を
追
っ
て
深

刻
の
度
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
異
常
災
害
と
戦
つ
て
い
る
沖
縄

の
人
た
ち
の
た
め
に
、
広
く
一
般
か
ら

救
援
金
品
を
募
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
救
援
金
の
寄
託
方
法
等
、
細
か
い
点

は
当
方
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
（
社
会
課
内
・
日
赤
川
西
町
分
区
）

〈
農
業
共
済
V

　
　
　
　
損
害
評
価
の
日
程

　
　
　
　
1
，
最
終
申
告
は
”
日
ま
で
に
ー

　
こ
と
し
も
、
稲
作
は
、
米
の
余
剰
を

背
景
と
し
て
、
そ
の
需
給
関
係
を
調
整

す
る
た
め
に
他
作
物
へ
の
転
作
や
休
耕

な
ど
、
　
一
連
の
施
策
が
推
し
進
め
ら
れ

る
中
で
収
穫
期
に
は
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
き
ぴ
し
い
情
勢
下
に
お

か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
農
業
生
産

の
面
で
、
稲
作
の
占
め
る
地
位
に
変
わ

る
こ
と
の
な
い
の
は
申
す
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
本
県
の
よ
う
な
米
産

地
に
お
い
て
は
、
こ
ん
ご
と
も
主
流
を

な
す
も
の
で
す
。

　
し
か
も
、
宮
城
や
山
形
な
ど
に
先
を

，
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
観
さ
え
あ
る
新
潟

米
と
い
う
も
の
を
、
自
主
流
通
米
と
い

う
流
れ
に
添
っ
て
、
良
質
か
つ
商
品
性

の
高
い
米
に
仕
上
げ
る
よ
う
、
努
力
が

要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
農
業
共
済
制
度
は

農
業
者
が
不
慮
の
事
故
に
よ
つ
て
受
け

る
損
失
を
補
う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

農
業
に
お
け
る
経
営
の
安
定
と
生
産
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
た
て
ま
え
に
し

て
い
ま
す
。

　
被
害
の
あ
っ
た
農
家
に
対
し
て
、
被

害
の
程
度
に
応
じ
た
共
済
金
を
お
支
払

い
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
農
業
共

済
制
度
に
と
つ
て
、
損
害
評
価
と
い
う

も
の
が
不
可
欠
の
要
素
に
な
り
ま
す
。

　
損
害
評
価
は
、
稲
作
の
場
合
、
簡
単

に
い
っ
て
「
取
れ
高
調
査
」
と
い
っ
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
か
ら
実
測
を

　
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
実
際
に
取
れ

る
収
量
を
見
込
み
、
引
受
け
単
収
か
ら

見
込
み
単
収
を
引
い
た
差
に
対
し
て
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
百
円
と
い
う
共
済

金
を
支
払
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
見
込
み
単
収
が
適
確

で
な
い
と
共
済
金
が
大
き
く
変
わ
つ
て

き
ま
す
の
で
、
評
価
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

評
価
員
の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
精
度
の
高
い
見
込
み
単
収
を

つ
か
む
た
め
、
昨
年
か
ら
実
測
を
行
な

い
、
万
全
な
評
価
を
期
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
と
れ
秋
の
さ
な
か
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
正
し
い
申
告
と
、
い
っ
ぽ
う
適
確
な

評
価
と
に
よ
っ
て
、
農
業
共
済
制
度
と

い
う
も
の
が
よ
り
よ
く
運
営
さ
れ
る
よ

う
ご
認
識
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
損
害
評
価
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第
一
回
～
第
三
回
の
目
程
【
九
月
】

価抜
会取
委り
員調
に査
よ（
る町
）評

落し
評つ
価か
員い
に調
よ査
る（
）部

申
告
期
限

手
順

10

日

9
日

7
日

第
一
回

20

日

19

日

17

日

第
二
回

50

日

29

日

27

日

一
第
三
回



第157号（4）（禦謡憂㈱）しにわカ、報広昭和耳6年9月10日

老
後
に
健
康
と
生
き
が
い
を

十
五
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間

　
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
こ
の
日

か
ら
老
人
福
祉
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
世
の
中
の
急
激
な
変
動
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
多
く
の
問
題
の
中
で
も

老
人
問
題
は
特
に
深
刻
な
も
の
で
、
ひ

と
り
老
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民

す
べ
て
が
、
み
ず
か
ら
に
負
わ
せ
ら
れ

た
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
敬
老
の
日
と
老
人
福
祉
週
間
は
、
長

い
間
、
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
老
人
を

み
ん
な
で
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と

も
に
老
人
の
健
康
と
生
活
を
守
り
、
い

っ
ぼ
う
、
老
人
自
身
も
時
代
と
と
も
に

生
き
る
出
息
欲
を
高
め
、
そ
の
知
識
、
経

験
を
社
会
の
た
め
に
役
だ
た
せ
て
い
た

曇
　
i
　
‘
　
　
－
　
　
産
　
　
蚕
　
警
　
　
：
　
　
垂
　
　
！
　
　
ー
　
　
I
　
　
B

蝉

L

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
〃
老
後
に
健
康
と
生
き
が

い
を
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次
の
三
点
を

強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
老
人
の
お
か
れ
て
い
る
生
活
環
境

　
を
み
ん
な
で
点
検
し
、
住
み
よ
い
地

　
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
。

②
　
老
人
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
運

　
動
を
進
め
よ
う
。

③
老
人
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
と
生
き

　
が
い
を
考
え
よ
う
。

四
〇
五
人
に

　
　
　
　
敬
老
祝
金

　
町
で
も
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
運
動

を
継
続
し
ま
す
。

　
蚤
憂
ト
ー
塵
奮
i
－
ー
蚤
丘
轟
雛
｝
墨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
ま
た
、
十
五
日
現
在
七
十
五
歳
以
上

の
か
た
四
百
五
人
に
対
し
て
敬
老
祝
金

を
贈
り
ま
す
。

　
県
も
、
例
年
の
よ
う
に
、
七
十
五
歳

以
上
の
か
た
に
は
記
念
菓
を
、
こ
と
し

九
十
歳
に
な
ら
れ
た
か
た
に
記
念
品
と

暑
…
…
…
竃
」

戸
籍
の
窓
か
ら
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
旨
も

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

お
韻
擦
蕪
韓
ポ
蒲

長
寿
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

田羽田小宮小川田根高田
畑鳥村海　林崎畑津橋ロ

テ伝ノ治ソ直ム熊久ナヨ
ル吉ヤ吉メ三メ蔵蔵ツ子

木
落
九
八
歳

神
社
町
九
八
歳

原
田
九
四
歳

元
　
町
　
九
三
歳

越
ケ
沢
九
二
歳

中
島
町
九
一
策

山
野
田
九
一
歳

霜
条
九
〇
歳

鶴
吉
九
〇
歳

伊
友
九
〇
歳

元
町
九
〇
歳

　
　
　
以
上
＋
一
人

職
業
訓
練
校
で

生
徒
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
岡
】

　
新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

次
の
要
領
で
明
年
四
月
入
校
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

一
、
募
集
職
種
・
人
員

　
（
訓
練
期
間
二
年
）
　
鋳
造
科
二
十

　
人
、
機
械
科
（
機
械
専
攻
）
三
十
人

　
同
（
仕
上
専
攻
）
二
十
五
人
、
溶
接

　
科
二
十
人
、
電
気
機
器
科
三
十
人
、

　
木
工
科
二
十
五
人
、
機
械
製
図
科
二

＋
五
人

二
、
応
募
資
格

O
中
学
校
お
よ
ぴ
高
等
学
校
を
卒

　
　
業
し
た
人
。
　
（
明
年
三
月
卒
業
見

　
　
込
み
の
人
を
含
む
。
機
械
製
図
科

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（◎

新
郎

◎
新
婦

大
海
　
臣

布
施
タ
イ
子

登
坂
富
夫

古
寺
美
野
子

小
林
正
幸

佐
藤
あ
き
子

太
田
豊
治

黒
川
美
江
子

霜
条

柏
崎
か
ら

中
仙
田
、

白
根
か
ら

中
仙
田

藤
沢
か
ら

中
屋
敷

千
葉
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
元
気
な
町
の
お
年
寄
り
衆

　
月
見
が
原
公
園
の
造
成
と
そ
の
後
の
維
持
管
理
で
活
躍
す
る
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
。
各
町
内
に
帰
つ
て
も
ご
覧
の
よ
う
に
公
共
施
設
の
除
草
な
ど

で
カ
ク
シ
ャ
ク
と
し
た
も
の
。
　
（
木
落
で
）
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女男男男男男女

三野神坪伊中木
　　社　　 仙
領口町山友田落

　
　
は
高
卒
程
度
の
学
力
が
必
要
。
）

⇔
鋳
造
科
、
溶
接
科
、
電
気
機
器

　
　
科
は
色
神
が
正
常
で
あ
る
こ
と
。

三
、
申
込
み

　
　
十
一
月
一
日
か
ら
同
二
十
二
日
ま

　
で
の
間
に
、
学
校
も
し
く
は
職
業
安

　
定
所
へ
申
し
込
む
。

　
〈
学
校
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長
岡
市
住
吉
三
の
一
の

　
一
（
嘲
丁
九
四
〇
）
　
新
潟
総
合
高
等

職
業
訓
練
校

佐
藤
み
ゆ
き

小
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美
智
子
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幹
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昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
チ
イ

市
川
源
太
郎

小
林
熊
蔵

高
橋
友
一
郎

平
野
カ
ヅ

田
中
　
ノ
イ

片
桐
榮
治
郎

茂
野
ト
ミ

小
柳
シ
チ

佐
藤
徳
太
郎

佐
藤
マ
ス

川
崎
長
吉

伊
友

中
島
町

中
仙
田

坪
山

山
野
田

仁
田

小
自
倉

野室元室

口島町島

越
ケ
沢
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納
税
メ
　
モ

今
月
は

　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す

　
八
月
末
の
軽
自
動
車
税
対
象
の

登
録
台
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
イ
ク
五
〇
㏄
以
下
一
、
〇
六
七
台

〃
　
五
Q
～

そ
の
他
二
輪

耕
運
機

軽
三
輪

軽
四
輪
（
貨
物
）

〃
　
（
乗
用
）

　　　一　　　　　　一　　　ヤニ五　Q　八二
七三　 昌七六五
一・〇九三匹一㏄、
台台台台台台

　
こ
れ
を
、
町
民
世
帯
あ
た
り
に
・

す
る
と
穴
イ
ク
筆
輩
で
ゴ

世
帯
に
八
台
、
軽
三
・
四
輪
車
で
へ

十
世
帯
に
三
台
の
割
合
で
す
。

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
一
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

新
種
保
険
を
発
売

　
　
　
　
　
【
郵
便
局
か
ら
】

　
手
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
保
険

と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
〃
郵
便
局
の
簡
易
保
険
〃
で
は
、
新

し
く
九
月
一
日
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
学

資
の
準
備
に
役
だ
つ
「
学
資
保
険
」
と

老
後
の
楽
し
み
と
し
て
お
祝
金
の
支
払

い
を
す
る
「
特
別
終
身
（
な
が
い
き
）

保
険
」
を
発
売
し
ま
し
た
。
二
種
類
と

も
、
詳
細
は
お
近
く
の
郵
便
局
な
ど
で

お
尋
ね
の
う
え
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・、　　　、〆／’β噌

　　　　　メピデじロバて　　　ザゴア

史　／ψ

小
林
き
ん
か
ら

　
　
　
香
典
返
し

八
月
五
日
に
な
く
な
ら
れ
た
小
林
熊

蔵
さ
ん
（
中
仙
田
）
の
ご
遺
族
小
林
栄

作
さ
ん
か
ら
、
香
典
返
し
と
し
て
、
町

かわにレ　
　
非
麺
馬

　
　
イ
　
ン

太
田
白
南
風
選

倉
　
金
子
洋
石

蝿
ぽ
か
り
寺
の
広
さ
を
鳴
い
て
居
る

谷
霧
の
稲
の
穂
す
れ
に
晴
れ
て
来
し

若
竹
の
節
々
白
く
雨
の
中

　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

コ
ス
モ
ス
の
し
づ
か
な
風
に
任
せ
居
る

稲
光
り
故
郷
こ
ひ
し
き
夜
な
り
け
り

こ
の
川
の
仕
舞
渡
舟
や
月
見
草

　
　
　
　
小
自
倉
　
江
口
凡
石

劇
場
は
幕
団
扇
の
皆
動
く

夏
草
に
埋
り
て
墓
小
さ
か
り

峰
越
し
の
だ
ら
だ
ら
道
や
萩
の
花

　
　
　
　
松
風
園
　
　
南
雲
文
峯

岩
肌
を
伝
は
る
漢
流
河
鹿
な
く

　
　
　
　
元
町
　
金
子
鉄
舟

畦
豆
の
花
盛
り
な
り
早
稲
の
つ
ゆ

、
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